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年頭あいさつ

岩
本

　壯
八

副
議
長

　
真
庭
市
と
し
て
の
意
思
を
決
定
す
る
議
会
の
役

割
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
下
の
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
市
民
の
不
安
や
厳
し
い
経
済
状
況
に
、

議
会
と
し
て
ど
う
応
え
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
議
員
が
市
民
の
中
に
飛
び
込
み
、
そ
の
実
情
を

汲
み
取
り
、
い
か
に
行
政
施
策
と
し
て
反
映
さ
せ

る
か
が
議
員
の
責
務
だ
か
ら
で
す
。
首
長
に
は
、

地
方
自
治
を
行
う
上
で
必
要
な
予
算
の
編
成
や
提

案
、
執
行
権
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
の
意
思
決
定

は
議
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
私

た
ち
議
員
は
自
覚
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
皆
さ
ん
の
多
様

な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
家
族
の
皆
様
と
輝
か
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
市
政
運
営
、議
会
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か
ら
約
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
未
だ
市
民
の
皆
様
に
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
全
て
の
世
代

が
不
安
で
不
自
由
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
日
も
早
く
市
民
の
皆
様
の
生
活
を
回
復
軌

道
に
乗
せ
る
よ
う
、
ま
た
感
染
拡
大
に
伴
い
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば

少
し
で
も
お
手
伝
い
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
市
執
行
部
に
対
し
て
様
々

な
意
見
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
十
分
な
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
議
員
全
員
、
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
真
庭
市
議
会
は
、
今
後
も
市
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
改
革
の
あ
ゆ
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

小
田

　康
文

議

　長
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各委員長からの挨拶は18ページに掲載しています
政治家が選挙区内の人に年賀状などの時候の挨拶状を出すことは禁止されています



年頭あいさつ

岩
本

　壯
八

副
議
長

　
真
庭
市
と
し
て
の
意
思
を
決
定
す
る
議
会
の
役

割
が
益
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
下
の
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
市
民
の
不
安
や
厳
し
い
経
済
状
況
に
、

議
会
と
し
て
ど
う
応
え
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
議
員
が
市
民
の
中
に
飛
び
込
み
、
そ
の
実
情
を

汲
み
取
り
、
い
か
に
行
政
施
策
と
し
て
反
映
さ
せ

る
か
が
議
員
の
責
務
だ
か
ら
で
す
。
首
長
に
は
、

地
方
自
治
を
行
う
上
で
必
要
な
予
算
の
編
成
や
提

案
、
執
行
権
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
の
意
思
決
定

は
議
会
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
私

た
ち
議
員
は
自
覚
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
皆
さ
ん
の
多
様

な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
家
族
の
皆
様
と
輝
か
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
市
政
運
営
、議
会
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か
ら
約
２
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
未
だ
市
民
の
皆
様
に
は
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
全
て
の
世
代

が
不
安
で
不
自
由
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
議

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
日
も
早
く
市
民
の
皆
様
の
生
活
を
回
復
軌

道
に
乗
せ
る
よ
う
、
ま
た
感
染
拡
大
に
伴
い
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば

少
し
で
も
お
手
伝
い
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
市
執
行
部
に
対
し
て
様
々

な
意
見
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
十
分
な
こ
と
が
で
き
て

い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
議
員
全
員
、
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
真
庭
市
議
会
は
、
今
後
も
市
民
福
祉
向
上
の
た
め
に
改
革
の
あ
ゆ
み

を
止
め
る
こ
と
な
く
、
不
断
の
努
力
を
続
け
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

小
田

　康
文

議

　長

令和３年12月第６回真庭市議会

18億1,642万円を可決しました

令和３年度12月補正予算

（単位：万円、千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は18人
・補正予算８件を可決　議案13件を可決

一般会計
特別会計

公営企業会計

１７億１,８４６万円
９,７９６万円

０万円

３４４億９,１５０万円
１２７億　 ２３７万円

８１億　 ３２６万円

１２.２％減
１.８％減

　３.２％増

12月補正額 対前年比補正後予算額

552億9,714万円552億9,714万円
補正後の全会計予算額

43億3,080万円（7.3％）減43億3,080万円（7.3％）減
対 前 年 比

12   　会期11月30日 12月16日～

12月議会の会議録は３月上旬、ホーム
ページ及び議会事務局で閲覧できます

　

総
務
費
で
は
、
旧
二
川
小
学
校
を
二

川
み
ら
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営

す
る
た
め
の
改
修
を
行
う
交
流
・
定
住
施

設
臨
時
管
理
費
を
245
万
円
、
民
生
費
で

は
、
放
課
後
等
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

増
に
伴
う
障
害
児
通
所
給
付
事
業
１
，

３
５
４
万
円
、
衛
生
費
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
行
う
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
事
業
５
，

７
６
６
万
円
、病
院
及
び
診
療
所
に
市
独

自
の
協
力
金
を
支
給
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
協
力
金
支
給
事
業

911
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
事
業
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
米
の
価
格
下

落
の
影
響
を
受
け
た
農
業
者
に
対
し
支

援
金
を
給
付
す
る
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
る

な
米
価
下
落
特
別
支
援
事
業
１
億
３
，

１
０
３
万
円
、
消
防
費
で
は
、
北
房
分

署
庁
舎
の
建
築
工
事
等
を
行
う
北
房
分

署
庁
舎
整
備
事
業
１
億
１
，
２
５
４
万

円
、
公
債
費
で
は
、
後
年
度
の
財
政
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
た
臨
時
財
政
対
策

債
の
繰
上
償
還
元
金
７
億
８
，８
７
４
万

円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
費
に
お
い
て
は
、
児
童

手
当
受
給
世
帯
等
を
対
象
に
児
童
一
人

あ
た
り
10
万
円
を
支
給
す
る
子
育
て

世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
６
億
３
，

６
７
５
万
円
を
補
正
予
算
に
追
加
し
て

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
　
主
な
歳
出

子
育
て
世
代
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
に

子
育
て
世
代
等
臨
時
特
別
支
援
事
業
に

６６
億
３
，６
７
５
万
円

億
３
，６
７
５
万
円

※表はいずれも千円を四捨五入しているため、合計に差異が生じている箇所があります。

単位：万円令和３年度12月補正　会計別予算集計表
12月補正額

171,846

2,977

-41

3,860

0

0

0

0

3,000

9,796

0

0

0

0

181,642

補正後予算額

3,449,150

518,699

76,339

645,597

5,108

6,237

1,962

1,129

15,165

1,270,237

252,425

384,199

173,703

810,326

5,529,714

会　計　名

一　般　会　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）

浄化槽事業特別会計

津黒高原観光事業特別会計

クリエイト菅谷事業特別会計

温泉事業特別会計

特別会計合計

水道事業会計

下水道事業会計

国民健康保険湯原温泉病院

事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計
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真庭市自然環境等と再生可能エネ
ルギー発電事業との調和に関する
条例の一部改正について

▼
真
庭
市
勝
山
健
康
増
進
施
設

水
夢（
勝
山
）非
公
募
1
団
体

指
定
先
＝
（一財
）
真
庭
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団　

代
表
理
事　

梅
井　

康
司

期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
６
年
３
月
31
日（
２
年
間
）

指
定
管
理
料　
２
年
提
案
額　

計
３
５
，９
９
０
千
円

プ
ー
ル
指
導
の
経
験
が

な
い
指
導
者
に
交
代
す

る
の
で
は
と
、
利
用
者
に
不
安

が
あ
る
。早
め
の
検
討
を
。

議
案
が
可
決
さ
れ
次
第
、

雇
用
継
続
の
方
向
で
交

渉
す
る
。

▼
二
川
み
ら
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
湯
原
）非
公
募
１
団
体

指
定
先
＝（一
社
）ふ
た
か
わ
コ
ス

モ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ　

代
表
理
事　

片
山　

誠

期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31
日（
３
年
間
）

指
定
管
理
料　

３
年
提
案
額 

計
１
２
，４
５
０
千
円

（
一
社
）
ふ
た
か
わ
コ
ス

モ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
、こ
の

指
定
管
理
を
受
け
る
た
め
に
で

き
た
の
か
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

今
夏
に
で
き
た
ば
か
り

の
団
体
だ
が
、過
去
の
実

績
を
ど
う
評
価
し
た
の
か
。

２
人
の
団
体
で
、
審
査

で
は
、こ
れ
ま
で
二
川
で

一
生
懸
命
に

取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
を

話
さ
れ
た
。そ

の
こ
と
を
審

査
委
員
が
審

議
し
、
評
価

し
た
。

水
夢・二
川
み
ら
い
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
が
決
定  

自然環境との調和を　蒜山三座

旧上水田小学校跡地

1 2 月 定 例 会

Q：Question=問　A：Answer=答

　

真
庭
市
廃
校
等
利
活
用
提

案
公
募
事
業
に
よ
り
、
全
国
公

募
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
市
内
で
障

が
い
者
支
援
施
設
を
運
営
す
る

社
会
福
祉
法
人
・
秋
桜
会
か
ら
、

障
が
い
者
支
援
施
設
の
建
て
替

え
用
地
と
し
て
活
用
す
る
提
案

が
あ
っ
た
。庁
内
組
織
の
廃
校

利
活
用
等
検
討
会
議
で
審
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
公
益
性
の
高
い

社
会
福
祉
施
設
を
建
設
す
る
計

画
で
あ
り
、
真
庭
市
に
と
っ
て
有

益
性
が
高
い
こ
と
、
事
業
遂
行

能
力
等
に
つ
い
て
問
題
が
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
２
，
８
４
０
万
円

で
売
買
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

旧
上
水
田
小
学

校
跡
地
の
売
買

契
約
に
つ
い
て

A

AA

Q

QQ

主な

議決
内容

　真庭市の豊かな自然環境及び安全安心な生活環境を保全
するため、再生可能エネルギー発電事業を行う者が届出を要
する事業区域面積の基準を現行の5,000㎡以上から、500
㎡以上にする「真庭市自然環境等と再生可能エネルギー発
電事業との調和に関する条例」を一部改正するものです。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

パ
ー
ク
の
設
置

パ
ー
ク
の
設
置

陳
情

２
件
の
陳
情
を
受
け
、
１
件
が

趣
旨
採
択

【
趣
旨
採
択
】「
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

は
、
幅
広
い
愛
好
者
が
い
る
。久

世
運
動
公
園
内
ほ
か
市
内
の
適

切
な
場
所
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

パ
ー
ク
を
新
設
す
る
」
陳
情
が

提
出
さ
れ
、審
議
の
結
果
、趣
旨

採
択
と
な
っ
た
。
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よ
り
自
己
資
金
が
調
達
で
き
る
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
11
月
中
に
認
定
規
程
を
決

定
し
、
12
月
か
ら
施
行
し
た
い
。

団
体
の
要
件
と
し
て
、
旧
小
学
校
区

単
位
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一
つ
の
小

学
校
区
に
施
設
・
団
体
・
活
動
及
び
事
業

の
要
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
２
カ
所

あ
っ
た
場
合
、２
カ
所
と
も
認
定
す
る
の
か
。

広
く
拠
点
に
な
っ
て
ほ
し
い
こ
と
も

あ
り
、「
概
ね
旧
小
学
校
区
」
と
い

う
表
現
に
し
て
い
る
。
複
数
の
認
定
も
可
能

と
考
え
て
い
る
。

■
真
庭
市
消
防
本
部
受
援
計
画
（
案
）

　
消
防
本
部
警
防
課
か
ら
真
庭
市
消
防
本

部
受
援
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
真
庭
市
消
防
本
部
管
内

に
お
い
て
、
地
震
、
水
害
等
に
よ
る
大
規

模
な
災
害
、
又
は
特
殊
な
災
害
が
発
生
し
、

岡
山
県
内
消
防
広
域
相
互
応
援
協
定
・
緊

急
消
防
援
助
隊
の
応
援
等
を
受
け
る
場
合

に
、
応
援
隊
が
迅
速
か
つ
効
果
的
に
活
動
で

き
る
体
制
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
で
す
。

真
庭
市
だ
け
で
な
く
、県
内
全
域
で

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
定
め
る
の
か
。

岡
山
県
全
体
で
こ
の
計
画
を
作
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
岡
山
県
自
体

の
計
画
は
、
既
に
で
き
て
お
り
、
14
署
の
消

防
本
部
で
こ
の
計
画
を
作
る
こ
と
で
現
在

進
め
て
い
る
。

■
真
庭
市
行
政
経
営
大
綱
の
改
定

　
総
合
政
策
課
か
ら
、
平
成
27
年
に

策
定
し
た
現
行
の
行
政
経
営
大
綱
を

改
定
し
て
い
く
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
今
後
は
、１
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
実
施
、そ
の
後
に
総
務
常
任
委

員
会
に
原
案
の
説
明
、
行
政
改
革
審

議
会
の
答
申
を
受
け
、
決
定
、
公
表

す
る
手
順
で
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

■
地
域
自
治
振
興
拠
点
の
認
定
規

　
程
（
骨
子
案
）

　

交
流
定
住
推
進
課
か
ら
、地
域
自

治
振
興
拠
点
の
認
定
規
程
の
骨
子

案
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
地
域
自
治
振
興
拠
点
と
は
、人
々
が

集
い
様
々
な
交
流
が
生
ま
れ
、地
域
自

治
の
振
興
に
つ
な
が
る
活
動
や
事
業

を
行
う
施
設
で
す
。

　
そ
の
地
域
自
治
振
興
拠
点
に
つ
い

て
、
市
が
認
定
す
る
た
め
の
要
件
と
し

て
、
施
設
・
団
体
・
活
動
及
び
事
業
と

いっ
た
も
の
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
支
援
と
し
て
は
、集
落
支
援
員

の
配
置
、
既
存
の
補
助
金
等
の
優
先

選
択
や
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
活
用
に

　

本
委
員
会
は
、
９
月
13
日
、
11
月
11

日
に
開
催
し
、各
担
当
部
局
の
出
席
を
求

め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

　
総
合
政
策
課
か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
につ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
真
庭
市
が
地
方
版
総
合
戦
略
を
策
定

し
、そ
の
戦
略
を
基
に
地
域
再
生
計
画
を

作
成
。
そ
の
計
画
が
内
閣
府
の
認
定
を

受
け
て
初
め
て
掲
載
事
業
が
、企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
の
対
象
に
な
る
。

　
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
企
業
が
寄
附
し

や
す
い
よ
う
に
法
人
関
係
税
が
最
大
９

割
税
控
除
さ
れ
る
。

　

真
庭
市
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
状
況
は
、
制
度
が
始
ま
っ
た

２
０
１
６
年
度
３
社
で
あ
っ
た
が
、
昨
年

度
は
７
社
、
本
年
度
は
５
社
を
見
込
ん
で

い
る
。

　

主
な
充
当
事
業
は
、
里
山
復
活
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
山
焼
き
、
茅
の
資
源
活
用
、

蒜
山

⇔
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
持
続
可
能

な
未
来
都
市
推
進
事
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
関

連
事
業
、
真
庭
型
循
環
農
業
構
築
事
業

で
生
ゴ
ミ
資
源
化
事
業
で
す
。

《
総
合
政
策
部
》

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

Q：Question=問　A：Answer=答

《
消
防
本
部
》

A AQ Q
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予
算
規
模
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま

た
、子
ど
も
用
の
遊
具
の
設
置
と
冬

季
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
活
用
計
画
な
ど
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

予
算
規
模
は
２
億
円
前
後
を
予

定
し
て
お
り
、
子
ど
も
用
の
遊

具
は
、
木
材
の
活
用
を
考
え
て
い
る
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
も
整
備
し
た
い
、
冬
季
も

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
等
で
活
用

し
た
い
。

　

本
委
員
会
は
、
９
月
８
日
、
14
日
、
11

月
８
日
、９
日
に
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の

出
席
を
求
め
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
「
ま
に
わ
く
ん
」
路
線
検
討
に
つ
い
て

　
く
ら
し
安
全
課
か
ら
、
市
内
高
等
学
校

再
編
に
伴
う
「
ま
に
わ
く
ん
」
路
線
検
討
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

県
立
高
校
の
学
科
及
び
学
区
の
再
編
に

伴
い
、
枝
線
北
房
ル
ー
ト
を
改
良
し
て
勝

山
ま
で
延
伸
す
る
案
を
検
討
し
て
い
る
。

県
道
84
号
勝
山
栗
原
線
を
利
用
し
、高
岡

上
か
ら
中
国
勝
山
駅
ま
で
の
直
通
便
を
構

築
す
れ
ば
、
約
55
分
で
北
房
か
ら
勝
山
高

校
へ
通
学
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
と
の

こ
と
で
す
。

利
用
者
の
見
込
み
は
何
名
ぐ
ら
い
か
。

一
般
の
人
も
乗
る
こ
と
を
想
定
し

て
30
人
乗
り
の
バ
ス
を
予
定
し
て

い
る
。

Q：Question=問　A：Answer=答

■
介
護
支
援
専
門
員
協
会
真
庭
支
部
と
の

　
意
見
交
換
会

　
11
月
８
日
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
齢
者

施
設
の
課
題
や
、
人
材
不
足
に
よ
る
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
、介
護
支
援
専
門
員
協
会
真

庭
支
部
や
施
設
代
表
者
の
方
と
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
真
庭
市
の
介
護
支
援
専
門
員
の
高
齢
化

と
今
後
の
人
材
不
足
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
に
、
利
用

者
や
職
員
が
行
動
を
制
限
さ
れ
て
い
る
な

か
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
市
内
福

祉
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
懸
命
に

努
力
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
を
共
有

し
ま
し
た
。

■
幼
児
教
育
施
設
に
お
け
る
入
園
等
の

　
状
況
に
つ
い
て

　

子
育
て
支
援
課
か
ら
、
幼
児
教
育
施

設
に
お
け
る
入
園
等
の
状
況
、入
園
希
望

に
対
す
る
達
成
度
、11
月
１
日
現
在
の
待

機
児
童
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。10

人
の
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い

る
原
因
は
何
か
。

《
生
活
環
境
部
》

《
健
康
福
祉
部
》

１
園
は
保
育
士
不
足
、
１
園
は
ス

ペ
ー
ス
の
問
題
で
待
機
児
童
が
発

生
し
た
。
保
育
士
の
確
保
は
大

切
な
こ
と
な
の
で
、
リ
ク
ル
ー
ト

活
動
を
強
化
し
た
い
。
ま
た
、保

育
士
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
た

れ
る
よ
う
に
、
働
き
や
す
い
職
場

を
作
って
い
く
。

■
蒜
山
高
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
自
然
広
場
に
つ
い
て

　

蒜
山
振
興
局
か
ら
、
蒜
山
高

原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
自
然
広
場
の

現
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

自
然
広
場
の
基
本
理
念
を
定

め
、導
入
す
る
機
能
等
７
項
目
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
進
め

て
い
る
。
今
後
は
、
令
和
４
年
１

月
中
旬
ま
で
に
基
本
設
計
を
行

い
、建
設
工
期
は
令
和
４
年
８
月

か
ら
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
で
、

令
和
５
年
５
月
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

A Q

《

蒜

山

振

興

局

》

蒜山高原スポーツ公園自然広場　建設予定地　蒜山上長田
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本
委
員
会
は
、
９
月
15
日
、
11
月
10
日

各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調
査
研
究

を
行
い
ま
し
た
。

■
「
そ
ば
の
館
」
開
業
準
備
中

　

蒜
山
振
興
局
か
ら
、
令
和
２
年
10
月
に

火
災
で
焼
失
し
た
「
そ
ば
の
館
」
再
建
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
屋

根
材
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
内
部

に
柱
を
設
け
な
い
仕
様
と
な
る
た
め
、
広
い

客
室
空
間
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
建
設
工

事
を
令
和
４
年
３
月
ま
で
、
開
業
準
備
を
令

和
４
年
４
月
に
行
い
、
５
月
に
オ
ー
プ
ン
を
目

指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

隣
に
ホ
テ
ル
が
で
き
る
と
い
う
が
、

営
業
上
で
ホ
テ
ル
と
協
議
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

隣
接
地
に
99
室
を
有
す
る
ホ
テ
ル
が

建
設
中
で
あ
り
、
そ
の
ホ
テ
ル
は
食

事
の
提
供
は
行
わ
な
い
の
で
、
蒜
山
地
域
内

の
各
飲
食
店
を
利
用
し
て
も
ら
う
と
いっ
た

協
議
を
行
って
い
る
。

■
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
好
調
に
稼
働
中

　
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
か
ら
、
真
庭

■
持
続
可
能
な
道
路
除
草
の
仕
組
み
づ

　
く
り

　
建
設
課
よ
り
、
市
道
除
草
の
ニ
ー
ズ
への

対
応
や
公
平
性
、
持
続
性
な
ど
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

公
平
感
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
協
力
い
た
だ
け
る
手
法

を
検
討
し
、統一し
た
基
準
で
作
業
場
所
や
実

施
団
体
に
よ
る
違
い
を
解
消
し
て
、最
低
で
も

今
の
草
刈
り
単
価
を
保
持
し
つつ
、２
回
目
の

除
草
ま
で
は
対
応
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

農
家
は
、農
地
に
隣
接
し
た
市
道
は

自
分
た
ち
が
す
る
も
の
と
い
う
前

提
で
除
草
し
て
い
る
が
、そ
こ
も
含
め
て
労

務
に
対
し
て
は
奨
励
金
を
渡
す
と
い
う
理

解
で
よ
い
か
。

個
人
で
は
な
く
、
団
体
で
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
奨
励

的
な
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
と
検
討
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社
の
経
営
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
３
年
６
月

期
ま
で
の
売
上
高
は
約
22
億
３
千
万
円

で
、
稼
働
率
は
104
％
、
当
期
利
益
が
約

１
億
８
千
万
円
。
未
利
用
材
に
係
わ
る
山

主
への
還
元
額
は
昨
年
度
約
４
千
800
万
円
、

今
年
度
も
上
半
期
だ
け
で
約
２
千
100
万
円

を
還
元
し
て
お
り
、平
成
26
年

10
月
か
ら
の
累
計
で
は
２
億
円

を
突
破
し
て
い
る
状
況
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
分

か
ら
、
山
主
へ
の
還
元
額
を

１
ｔ
あ
た
り
500
円
か
ら
、
550

円
に
増
額
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

焼
却
灰
に
か
か
る
経

費
に
つ
い
て
、
今
ま
で

ど
う
い
う
取
り
組
み
を
し
、何

か
成
果
が
あ
っ
た
の
か
。

砂
の
よ
う
な
粒
子
の
大

き
い
主
灰
は
、
埋
め
土

や
路
盤
改
良
材
に
使
え
な
い

か
と
事
業
者
や
岡
山
大
学
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
る
。
粒
子
の
細

か
い
飛
灰
に
つ
い
て
は
活
用
が

難
し
く
、中
間
処
理
施
設
で
処

理
し
て
い
る
。

Q：Question=問　A：Answer=答

A

A

A

Q

Q

Q 《

建

設

部

》

《
蒜
山
振
興
局
》

《
産
業
観
光
部
》

真庭バイオマス発電所　目木

持続可能な道路除草を
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8

　
岡
山
市
の
私
立
認
可
保
育
園

で
、
２
歳
の
男
児
が
遊
具
に
挟
ま

れ
重
体
と
な
り
、
１
カ
月
後
に
亡

く
な
る
と
い
う
事
故
が
先
日
あ
っ

た
。
２
０
０
２
年
に
国
土
交
通
省

が
策
定
し
た
公
園
遊
具
に
関
す

る
安
全
指
針
は
、幼
児
施
設
の
遊

具
に
も
こ
れ
を
参
考
に
す
る
よ

う
自
治
体
に
通
知
し
て
い
る
。
岡

　
平
成
17
年
３
月
31
日
に
真
庭

市
が
誕
生
し
て
、
は
や
17
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の

間
、
市
長
か
ら
多
く
の
条
例
が

議
会
に
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
を
重
ね
可
決
し
て
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、真
庭

市
例
規
集
に
は
14
編
か
ら
成
る

多
く
の
条
例
、
規
則
等
が
掲
載

さ
れ
、
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
随
時
更
新
さ
れ
、
広
く
公

開
し
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
第
14
編
・
暫
定

で
は
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
を
は
じ
め
、
44
本
は
旧
町

村
時
代
に
制
定
さ
れ
、
合
併
し

て
も
事
業
推
進
に
必
要
で
あ
っ

た
条
例
や
要
綱
等
を
載
せ
て
い

る
。
真
庭
市
で
新
た
な
施
策
、制

山
市
は
こ
の
事
故
を
受
け
、
遊
具

の
緊
急
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

真
庭
市
の
対
応
を
聞
く
。

　
市
内
の
遊
具
が
安
全
指
針
に

基
づ
い
た
遊
具
か
、
点
検
を
し

て
い
る
か
、
不
具
合
が
あ
っ
た

場
合
の
取
り
扱
い
を
聞
く
。

 

　

岡
山
市
の
事
故
を
含
め
て
人

間
の
作
っ
た
も
の
で
命
を
奪
わ
れ

る
こ
と
は
本
当
に
避
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
真
庭
市
の
場
合
、
遊

具
の
安
全
に
関
す
る
基
準
に
よ
っ

て
専
門
技
術
者
が
遊
具
の
状
態

の
確
認
、
開
口
部
の
構
造
、
ま
た

周
囲
に
重
大
事
故
に
結
び
つ
く

障
害
物
が
な
い
か
と
い
う
定
期

点
検
を
２
年
に
一
度
実
施
し
て
い

る
。
各
園
で
は
毎
月
、
保
育
士
に

よ
る
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
保
育
士
が
ど
こ
に
い
て
安
全
性

を
確
認
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も

や
って
い
る
。
今
回
の
事
故
を
受

け
各
園
に
点
検
を
指
示
し
、問
題

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

改
め
て
見
守
り
体
制
の
再
確
認

も
指
示
し
て
い
る
。

　

遊
具
に
不
具
合
が
あ
れ
ば
す

ぐ
使
用
を
禁
止
し
改
善
す
る
。ま

た
撤
去
す
る
方
法
を
取
る
。子
ど

も
が
安
全
に
使
用
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
頑
張
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
遊
び
を
通
し

て
い
ろ
ん
な
能
力
を
伸
ば
し
て
い

く
も
の
だ
と
考
え
る
。
遊
具
は
遊

び
を
促
進
す
る
大
切
な
役
割
を

担
って
い
る
。
設
置
者
は
適
正
な

管
理
を
し
、安
全
確
保
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
学
校
の
遊

具
の
安
全
点
検
は
学
校
保
健
安

全
法
、
遊
具
の
安
全
確
保
に
関

す
る
指
針
に
沿
っ
た
基
準
で
教
職

員
が
毎
月
１
回
、専
門
業
者
が
年

に
１
回
点
検
を
行
って
い
る
。

　

事
故
を
受
け
て
の
緊
急
点
検

は
行
っ
て
い
な
い
。
子
ど
も
た
ち

に
遊
具
利
用
の
ル
ー
ル
と
か
安

全
指
導
も
大
事
に
し
、
安
全
確

保
に
努
め
る
。

問西
田
文
子

西
田
文
子

問長
尾
　
修

長
尾
　
修

答
太
田
市
長

安
全
指
針
に
基
づ
く

遊
具
の
点
検

真
庭
市
例
規
集
の

チ
ェ
ッ
ク
を

真庭市議会
12月定例会

答
三
ツ
教
育
長

度
及
び
条
例
等
を
制
定
し
、
役

目
を
終
え
た
暫
定
例
規
は
廃
止

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
第
３
編
・
執
行
機
関
の

設
置
規
程
の
訓
令
、告
示
等
、既

に
事
業
が
完
了
し
て
い
る
が
、

載
せ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
例

規
も
存
在
し
て
い
る
。
真
庭
市

で
制
定
し
た
例
規
に
お
い
て
も

既
に
完
了
し
、
必
要
が
な
い
場

合
は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
。

今
一
度
、各
部
局
ご
と
に
関
係
例

規
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
ど
う
か
。

　

真
庭
市
例
規
は
条
例
、規
則
、

告
示
、
訓
令
、
要
綱
の
５
つ
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
指
摘
の
よ
う

に
、
役
割
を
終
え
た
も
の
は
点

検
し
て
廃
止
し
、
す
っ
き
り
と
し

た
も
の
に
し
て
お
き
た
い
。

答
太
田
市
長

遊具の安全点検

真庭市例規集　真庭市HPより

一 般 質 問

答 弁 者

太田昇市長三ツ宗宏教育長
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い
た
団
体
に
も
登
録
し
て
も
ら

い
、
単
価
も
統
一
基
準
で
や
っ
て

い
く
。

　

垂
れ
下
が
っ
た
木
の
伐
採
と

か
排
水
溝
の
管
理
に
つ
い
て
も
、

対
応
が
困
難
な
場
合
は
、
道
路

の
維
持
管
理
者
と
し
て
責
任
を

持
っ
て
対
応
す
る
。

　

集
落
内
や
交
通
量
の
少
な
い

部
分
を
今
ま
で
道
つ
く
り
と
い

う
形
で
、
共
同
体
で
や
っ
て
い
た

だ
い
て
い
た
こ
と
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
考
え
て
い
る
。
来
年
度

周
知
を
し
て
、
各
種
団
体
の
参

加
を
募
っ
て
い
く
。

　
①
身
近
な
犬
や
猫
は
、
愛
好

家
に
は
心
の
癒
や
し
で
あ
り
、

家
族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
嫌
い
な

人
た
ち
に
と
っ
て
は
迷
惑
な
存

在
で
も
あ
る
。
猫
に
は
個
体
管

理
の
制
度
も
な
く
、
飼
い
猫
も

含
め
て
野
放
し
が
現
状
。
そ
の

た
め
、
時
と
し
て
猫
の
糞
害
や

不
潔
、
発
情
期
の
鳴
き
声
な

や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
地
域
猫
活
動
が
必
要
。
活

動
を
進
め
る
に
は
、
行
政
が
啓

発
活
動
や
組
織
づ
く
り
に
対
し

て
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
で
あ

る
。
取
組
と
去
勢
不
妊
治
療
費

の
補
助
な
ど
の
支
援
を
問
う
。

　
②
地
域
猫
活
動
に
指
定
さ
れ

た
活
動
の
中
で
は
岡
山
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
と

無
償
で
去
勢
不
妊
手
術
が
で
き

る
。
飼
い
猫
の
場
合
は
、
岡
山

県
動
物
愛
護
財
団
の
助
成
事
業

も
あ
る
。
地
域
猫
活
動
が
ま
と

ま
ら
な
い
場
合
は
、
地
域
で
は

ほ
っ
た
ら
か
し
し
か
な
い
。
地

域
の
中
で
誰
か
が
同
じ
よ
う
な

活
動
す
る
に
は
、
個
人
が
去
勢

不
妊
手
術
費
用
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
る
。
市
と
し
て
支
援
が

必
要
だ
。

　

①
猫
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
で
県
の
業
務
に
な
っ
て
い

る
。
地
域
猫
の
活
動
は
認
知
さ

れ
て
な
い
。
周
知
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

　

②
捕
ま
え
て
去
勢
す
る
と
い

う
こ
と
を
市
が
支
援
す
る
の
は

困
難
。

ど
の
苦
情
で
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
る
。
ト
ラ
ブ
ル
に

よ
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
壊
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

　
猫
は
、
冬
の
一
時
期
を
除
い

て
一
年
中
発
情
・
妊
娠
・
出
産
・

授
乳
を
繰
り
返
し
、
年
２
回
～

４
回
出
産
。
生
ま
れ
た
子
猫
は

６
カ
月
で
出
産
可
能
。
環
境
省

に
よ
る
と
、
１
匹
の
メ
ス
猫
が

３
年
後
に
２
千
匹
以
上
に
増
え

る
と
試
算
し
て
い
る
。
適
切
な

個
体
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

短
期
間
の
う
ち
に
望
ま
れ
な
い

不
幸
な
子
猫
が
増
加
し
、
猫
に

よ
る
苦
情
や
被
害
は
一
気
に
拡

大
す
る
。

　
管
理
さ
れ
た
一
定
数
の
猫
と

の
共
生
を
図
る
た
め
、
自
治
会

は
神
代
で
あ
る
。
現
在
11
地
区
、

平
田
、
上
水
田
、
宮
地
、
鹿
田
、

大
庭
、
赤
野
、
栗
原
、
古
見
、

目
木
、
草
加
部
、
西
茅
部
で
実

質
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
の
７
地
区
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
と
地
元
説
明
会
を
実
施

し
て
い
る
。

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し

て
い
る
が
、
農
業
者
だ
け
で
は
な

く
、
自
治
会
に
も
出
向
い
て
説

明
を
し
、
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

③
Ｊ
Ａ
、
農
地
中
間
管
理
機

構
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、
農
業
委

員
の
方
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
入
っ
て
い
た
だ
く
。

　
道
路
維
持
管
理
計
画
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
進
捗
状

況
と
今
後
の
活
用
方
針
と
、
垂

れ
下
が
っ
た
木
の
伐
採
と
排
水

溝
の
管
理
に
つ
い
て
市
長
に
見

解
を
伺
う
。

　

地
域
で
道
路
除
草
を
行
う
団

体
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し

て
支
援
す
る
制
度
に
改
め
て
、こ

れ
ま
で
委
託
に
よ
っ
て
実
施
し
て

　
令
和
３
年
９
月
に
、農
業
の
将

来
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実

施
さ
れ
た
。
目
的
は
、集
落
が
抱

え
る
農
地
の
課
題
に
つ
い
て
、集

落
内
で
の
話
し
合
い
に
よ
る
解

決
に
向
け
た
人・農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
の
た
め
と
し
て
い
る
。そ

こ
で
、以
下
の
３
点
に
つ
い
て
市

長
に
見
解
を
伺
う
。
①
実
質
化

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
②
市

民
へ
の
周
知
方
法
③
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
派
遣

　

①
令
和
元
年
度
の
農
林
水
産

省
の
指
針
を
受
け
、一
番
早
い
の

問大
月
説
子

大
月
説
子

答
太
田
市
長

答
金
谷
産
業
観
光
部
長

答
頭
山
建
設
部
長

答
太
田
市
長

人・農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化

問

問岩
本
壯
八

岩
本
壯
八

答
太
田
市
長

答
澤
山
生
活
環
境
部
長

地
域
猫
活
動
へ
行
政

の
支
援
を

市
道
の
管
理

一 般 質 問

たむろする猫たち（イメージ）

実質化済みの農地　神代地区



　

落
合
総
合
公
園
は
市
内
最
大

の
都
市
公
園
で
あ
り
、
少
し
時

間
を
か
け
て
全
体
を
ど
う
し
て

い
く
の
か
と
い
う
見
直
し
を
か

け
て
い
け
ば
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
い
る
。情
報
発
信
も
充
実
し
て

い
き
た
い
。

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
を
さ

ら
に
総
合
的
な
観
点
か
ら
現
実

性
・
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、

総
合
的
視
点
に
立
っ
た
施
策

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
、
今
後
の
方
向
性
は
。
ま
た
、

伴
走
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
中
間
組
織
と
し
て
農
村
Ｒ
Ｍ

Ｏ
の
組
成
推
進
を
検
討
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

農
業
集
落
と
生
産
活
動
の
維

持
、
担
い
手
育
成
は
非
常
に
大

き
な
問
題
で
、
農
業
振
興
を
中

心
と
し
な
が
ら
、
地
域
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
、
行
政
と

し
て
で
き
る
支
援
を
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、や
は
り
中
心
と
な
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お
い
て
、
契
約
に
至
っ
た
過
程

や
金
額
を
分
か
り
や
す
く
公
表

し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　

平
成
30
年
度
１
，０
１
３
件
で

13
億
７
，
４
０
０
万
円
、
令
和

元
年
度
は
８
１
０
件
で
７
億
５
，

３
０
０
万
円
、
令
和
２
年
度
は

８
７
４
件
で
17
億
３
，０
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
体
の
事
務
量
の
関
係
と
、そ

れ
か
ら
公
正
さ
、担
保
と
い
う
事

を
考
え
な
が
ら
、
改
善
す
る
と
こ

ろ
は
改
善
し
た
り
と
、金
額
だ
け

で
は
な
く
、
中
身
も
含
め
て
審
査

し
て
い
く
と
い
う
事
を
や
っ
て
い

る
。
基
本
的
に
は
透
明
性
を
持
っ

て
や
っ
て
、
公
平
性
を
い
か
に
担

保
す
る
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

随
意
契
約
の
一
般
入
札
へ
の

変
更
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
案

件
ご
と
の
内
容
や
性
質
や
目
的

の
ほ
か
に
、
技
術
の
特
別
性
と

か
合
理
性
と
か
地
域
経
済
、
そ

う
い
う
も
の
を
総
合
的
に
判
断

し
て
一
般
競
争
入
札
、
指
名
競

争
入
札
、
随
意
契
約
を
法
令
を

根
底
に
持
ち
な
が
ら
選
択
し
て

い
く
と
い
う
事
で
あ
り
、そ
の
あ

た
り
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

の
を
副
市
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た

指
名
委
員
会
を
開
い
て
、
議
論

を
し
て
決
め
て
い
く
と
い
う
形

を
取
っ
て
い
る
。

答
太
田
市
長

　
真
庭
市
に
お
け
る
、
年
度
ご

と
の
契
約
件
数
及
び
総
額
は
い

く
ら
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
市

民
か
ら
、
随
意
契
約
に
至
っ
た

経
緯
が
不
透
明
で
あ
る
、
金

額
が
妥
当
な
の
か
分
か
り
に
く

い
、
他
の
業
者
で
も
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
届
い

て
い
る
。

　
今
後
は
、
随
意
契
約
を
行
っ

た
場
合
に
、
市
の
ウ
ェ
ブ
上
に

随
意
契
約
の
在
り
方

集
落
と
生
産
活
動
維

持
に
向
け
た
施
策

問淺
野
和
昭

淺
野
和
昭

一 般 質 問

問

随意契約とは（参考）

る
人
が
必
要
で
、モ
デ
ル
地
区
を

選
ん
で
支
援
員
を
配
置
し
、
人・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
も
含
め

て
や
っ
て
い
く
よ
う
な
形
を
取
れ

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
検
討
を

し
て
い
る
。

　

農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
の
形
と
い
う
の

は
、
大
変
理
想
的
だ
と
思
っ
て
い

る
が
、ま
ず
は
担
い
手
が
不
足
し

て
集
落
の
力
が
減
退
し
て
い
る

と
こ
ろ
に
農
業
支
援
員
を
入
れ

て
課
題
を
把
握
し
、
将
来
的
に

は
こ
の
よ
う
な
形
が
取
れ
た
ら
い

い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
そ
こ

を
来
年
度
検
討
し
た
い
。

答
金
谷
産
業
観
光
部
長

　

落
合
総
合
公
園
は
規
模
も

大
き
く
施
設
も
充
実
し
て
い
る

が
、
本
来
持
つ
機
能
を
発
揮
し

切
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
や
Ｂ

Ｍ
Ｘ
パ
ー
ク
等
の
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
等
、
用
途
の
拡
大

を
図
る
こ
と
で
活
用
を
促
進
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
施
設
所
有
者
と
し
て
の
市
に

よ
る
活
性
化
策
と
、
市
民
の
憩

い
の
場
、
市
外
か
ら
の
来
訪
者

呼
び
込
み
の
た
め
の
情
報
発
信

強
化
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

問𠮷
原
啓
介

𠮷
原
啓
介

落合総合公園　下市瀬

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

落
合
総
合
公
園
の
活

用
と
情
報
発
信
強
化

とは、国や地方公
共団体などが公

共事業・備品調達・外注などにおいて、
競争入札によらずに任意で決定した相手
と契約を締結すること、または締結した
契約のことをいう。「随契」とも呼ばれる。

随意契約
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は
国
、
県
と
連

携
し
真
庭
市
が

補
完
的
に
行
っ

て
き
た
。
令
和

２
年
度
は
、
国

の
コ
ロ
ナ
対
策

事
業
に
市
が
独

自
に
補
助
金

を
上
乗
せ
し
て

「
頑
張
ろ
う
！

真
庭
」
の
多
彩

な
農
業
応
援

事
業
補
助
金

を
全
て
の
農
業

者
対
象
に
実
施

し
た
。
そ
の
結

果
、
ス
マ
ー
ト

農
機
以
外
の
設

備
投
資
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
事
が

分
か
っ
た
。

　

対
象
者
は
、
集
落
営
農
組
織

や
認
定
農
業
者
に
限
定
す
る
と

思
う
が
、ス
マ
ー
ト
農
機
以
外
の

農
機
に
つ
い
て
も
補
助
金
対
象

に
す
る
よ
う
検
討
を
す
る
。

　
ま
た
、経
費
で
リ
ー
ス
代
を
落

と
せ
る
の
は
法
人
経
営
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
思
う
。

　

様
々
な
制
度
を
活
用
し
て
効

率
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
農
業
推
進
事
業
補
助
金
の
対

象
が
令
和
２
年
度
か
ら
ス
マ
ー

ト
農
機
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
で
、
ほ
場
資
金・労

働
力
を
集
約
し
ス
マ
ー
ト
農
業

を
推
進
す
る
こ
と
は
戦
略
的
課

題
で
あ
る
が
、
多
く
の
兼
業
農

家
も
稲
作
を
中
心
に
小
規
模
で

は
あ
る
が
多
彩
な
農
業
を
継
続

し
て
い
る
。

　
大
規
模
農
家
は
更
に
生
産
性

を
上
げ
る
べ
く
、
小
規
模
農
家

は
半
農
半
Ｘ
を
推
進
す
べ
く
、

投
資
を
引
き
出
す
た
め
に
も
補

助
金
を
継
続
す
べ
き
だ
と
思
う

が
市
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
機
の

補
助
金
活
用
推
進
の
た
め
に

リ
ー
ス
制
度
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　

農
業
の
推
進
補
助
金
事
業

え
る
。

　
②
人
と
動
物
が
共
存
で
き
る

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
の
推

進
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

動
物
愛
護
思
想
の
啓
発
・
愛
護

活
動
の
支
援
に
よ
り
一
層
力
を

入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

③
災
害
時
、
避
難
所
で
指

摘
さ
れ
て
い
る
問
題
の
ひ
と
つ

が
ペ
ッ
ト
で
、
鳴
き
声
や
動
物

ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
、
難
し
い
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
に
と
っ
て
は

「
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
い
け
な
い

の
な
ら
避
難
し
な
い
。」
等
々
、

一
緒
に
避
難
が
で
き
な
い
と
困

る
と
い
う
声
を
多
く
聞
く
。
避

難
所
の
ペ
ッ
ト
受
け
入
れ
に
つ

い
て
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

①
不
適
正
飼
育
、
多
頭
飼
育

の
相
談
件
数
は
傾
向
と
し
て
増

え
て
い
る
。
要
因
に
は
、
飼
い
主

側
に
福
祉
的
な
支
援
が
必
要
な

場
合
が
多
く
、
飼
い
主
の
努
力

だ
け
で
は
解
決
が
困
難
で
あ
る
。

県
の
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が

ら
、県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
と
も

協
力
し
て
対
応
し
て
い
く
。引
き

続
き
お
困
り
の
方
も
い
る
の
で
、

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　

②
生
き
物
と
し
て
生
き
て
い

く
権
利
、
そ
う
い
う
配
慮
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
人
と

動
物
が
共
存
で
き
る
地
域
社
会

と
い
う
の
が
必
要
で
、
そ
う
い

う
意
味
で
は
飼
い
主
の
責
務
も

あ
る
。

　

③
避
難
先
で
の
鳴
き
声
、
排

せ
つ
の
問
題
、
ア
レ
ル
ギ
ー
等
、

ペッ
ト
を
連
れ
て
の
避
難
は
現
状

で
は
非
常
に
難
し
い
。避
難
所
ご

と
に
話
合
い
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・

ケ
ー
ス
で
判
断
す
る
以
外
に
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

②
人
と
動
物
と
の
共
存
に
向

け
た
啓
発
、
活
動
の
支
援
に
力

を
入
れ
る
。

　

不
適
切
な
ペ
ッ
ト
の
飼
育

に
よ
り
、
虐
待
や
飼
育
放
棄
と

い
う
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
後

を
絶
た
な
い
。
今
後
も
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
経
済
的
困
窮

に
よ
り
適
正
な
飼
育
が
困
難

に
な
る
こ
と
や
、
高
齢
化
や
世

帯
構
成
の
変
化
に
よ
り
高
齢

者
の
み
の
世
帯
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
①
不
適
正
飼
育
や
多
頭
飼
育

崩
壊
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考

一 般 質 問

答
太
田
市
長

答
金
谷
産
業
観
光
部
長

現
在
の
農
業
推
進
事

業
補
助
金
に
つ
い
て

動
物
愛
護
思
想
の
啓
発・

活
動
の
支
援
を

問伊
藤
義
則

伊
藤
義
則

問緒
形
　
尚

緒
形
　
尚

答
太
田
市
長

答
澤
山
生
活
環
境
部
長

導入が期待されるスマート農機

いい湯だワン　下湯原温泉ペットの湯



　

②
次
世
代
自
動
車
の
導
入
に

つ
い
て
だ
が
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
し
た
真
庭
で
は
、

目
指
す一つ
の
方
向
と
し
て
Ｅ
Ｖ

カ
ー
等
、
エ
コ
カ
ー
へ
の
転
換
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

市
の
公
用
車
は
、
普
通
自
動

車
の
保
有
台
数
が
75
台
で
、そ
の

う
ち
電
気
自
動
車
４
台
、ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
11
台
で
あ
る
。次
世
代

自
動
車
の
割
合
を
２
０
３
０
年

ま
で
に
100
％
を
目
指
し
て
導
入

を
進
め
、さ
ら
に
軽
自
動
車
に
お

い
て
も
次
世
代
自
動
車
が
発
売

さ
れ
れ
ば
積
極
的
に
導
入
を
進

め
て
い
き
た
い
と
い
う
方
針
で
あ

る
。

　

①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

事
業
計
画
の
対
応
で
あ
る
が
、

市
で
は
令
和
２
年
３
月
17
日
に

２
０
５
０
年
の
二
酸
化
炭
素
排

出
ゼ
ロ
、CO2
排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
た

宣
言
を
し
た
。
現
在
、こ
の
実
現

に
向
け
て
具
体
的
な
方
針
、
施

策
を
検
討
中
、
環
境
省
と
も
い

ろ
ん
な
協
議
を
し
て
い
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
流
れ
と

し
て
当
然
で
、
積
極
的
に
や
っ
て

い
く
。
自
然
環
境
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
っ
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

ま
に
わ
の
実
現
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
①
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
、
政
府
が
見
直
し
を
進

め
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
が
10
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
２
０
３
０
年
度
の
総
発
電

量
に
占
め
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
割
合
を
19
年
度
の
約
２

倍
に
当
た
る
36
％
か
ら
38
％
に

高
め
る
も
の
で
あ
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
杜
市
真
庭
の
今
後
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

　

②
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

２
０
２
０
年
３
月
、
真
庭
市
は

二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
都

市
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ま

に
わ
に
向
け
た
宣
言
を
し
た
。

市
の
宣
言
書
に
は
、
エ
コ
カ
ー
、

自
転
車
を
活
用
し
た
エ
コ
で
健

康
な
交
通
網
づ
く
り
と
あ
り
、

エ
コ
カ
ー
の
導
入
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
に

有
効
。
真
庭
市
の
公
用
車
の
う

ち
エ
コ
カ
ー
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
11
台
、
電
気
自
動
車
５
台
で

あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
う
。

産
者
へ
の
対
応
が
必
要
と
思
う

が
見
解
を
伺
う
。

　

①
学
校
給
食
の
地
産
地
消
を

高
め
る
こ
と
は
、
地
産
地
消
の

教
育
と
、
地
元
農
家
の
所
得
向

上
と
い
う
農
業
振
興
と
、
市
場

の
流
通
機
能
の
拡
大
、
活
性
化

と
、
環
境
に
も
良
い
と
い
う
4

つ
ぐ
ら
い
の
利
点
が
あ
る
の
で
積

極
的
に
進
め
て
い
く
。

　

①
地
産
地
消
の
推
進
は
、
農

業
振
興
を
図
っ
て
、回
る
経
済
を

確
立
す
る
上
か
ら
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。と
り
わ
け
学
校
給

食
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
食
の

安
全
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
流
通

や
消
費
に
つ
い
て
学
び
な
が
ら
地

域
へ
の
愛
情
を
育
ん
で
い
く
上
で

非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
、

現
在
推
進
を
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
真
庭
産
の
産
品

で
限
り
な
く
全
量
を
補
え
る
よ

う
に
関
係
者
と
の
連
携
協
力
を

進
め
て
い
く
。

　

②
野
菜
の
主
要
品
目
の
取
扱

い
で
、
一定
の
価
格
を
保
証
し
な

い
と
作
っ
て
も
ら
え
な
い
。
考
慮

し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
本
年
度
初
日
の
４
月
１
日
に

落
合
振
興
局
で
は
農
業
用
施
設

に
関
す
る
原
材
料
等
支
援
事
業

の
申
請
が
、
た
っ
た
一
日
で
予

算
に
達
し
た
。
市
民
の
要
望
に

応
え
る
よ
う
原
材
料
等
支
援
事

業
の
予
算
の
増
額
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
見
解
を
伺
う
。

　

振
興
局
で
す
ぐ
に
予
算
が
終

了
し
て
し
ま
う
例
は
あ
る
が
年

度
末
に
振
興
局
間
の
調
整
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
４
年
度
予
算

に
つ
い
て
は
全
体
を
拡
大
し
、
で

き
る
だ
け
市
民
の
要
望
に
応
え

て
行
く
形
を
と
る
。

答
太
田
市
長

　
①
真
庭
市
で
は
学
校
給
食
に

地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
る
が
、

今
後
も
通
常
の
給
食
に
真
庭
産

の
食
材
を
大
い
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
②
流
通
の
段
階
を
無
視
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
生
産
者

は
連
合
市
場
へ
出
荷
す
る
。
相

場
な
の
で
価
格
の
変
動
が
あ

る
。
特
に
安
く
な
っ
た
時
の
生

学
校
給
食
の
地
産
地

消
と
農
業
振
興

原
材
料
等
支
援
事
業

の
予
算
の
増
額

問妹
島
弘
和

妹
島
弘
和

一 般 質 問

問
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真庭特産品プラスワンの日　余野小学校

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

答
金
谷
産
業
観
光
部
長

問森
脇
正
和

森
脇
正
和

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

取
り
組
み

県内最大の太陽光発電施設（市外）



得
、
時
短
勤
務
の
支
援
が
必
要

で
は
。

　

①
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

審
議
過
程
で
は
『
公
立
園
を
ま

ず
考
え
、
難
し
い
よ
う
な
ら
民

間
園
を
』
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

答
申
書
を
総
意
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
外
部
有
識
者
の
意
見
等

も
い
た
だ
き
、
環
境
整
備
を
頑

張
っ
て
い
く
。
③
保
育
士
の
確
保

数
を
基
に
入
園
調
整
を
行
っ
て

い
る
が
、
調
整
が
難
し
い
。
保

育
士
の
権
利
保
障
が
必
要
。
試

験
回
数
を
増
や
し
、
募
集
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
保
育
士
の
確
保
を
強

化
す
る
。
⑤
企
業
向
け
補
助
金

も
あ
る
。
育
児
休
業
や
、
育
児

目
的
の
休
暇
が
取
り
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
。

　

①
今
の
久
世
保
育
園
近
隣
で

の
整
備
を
検
討
す
る
。
Ｒ
５
年

４
月
の
新
園
ス
タ
ー
ト
は
難
し

い
。②
公
立
園
が
難
し
い
と
い
う

つ
も
り
は
な
い
。
ま
さ
に
、
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
検
討
し
て
き
た
。
外
部

有
識
者
の
意
見
等
も
い
た
だ
き

検
討
す
る
。④
保
育
士
処
遇
は
、

正
職
員
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
と

思
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
な
ど
勤
務

環
境
改
善
を
図
る
。

　
米
価
が
大
き
く
下
落
。
水
田

に
は
多
面
的
機
能
が
あ
り
、
緑

の
ダ
ム
や
鳥
獣
害
対
策
に
も
な

る
。
農
地・環
境
保
全
の
観
点
か

ら
も
、
農
家
支
援
が
必
要
。
中

山
間
地
域
の
実
情
を
国
や
県
に

訴
え
、
人
材
と
財
政
支
援
を
強

く
求
め
ら
れ
な
い
か
。

　

農
作
物
の
価
格
保
障
制
度

と
農
家
所
得
補
償
は
国
が
す
べ

き
。
市
が
で
き
る
こ
と
は
進
め
て

い
く
。

　

①
久
世
の
園
整
備
の
方
針

は
。
過
去
に
は
、『
自
分
た
ち
の

意
見
は
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ

た
』
と
い
う
声
も
あ
る
。
保
護

者
、
地
域
、
先
生
方
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
進
め
て
欲
し
い
。 

②
公
立
園
は
難
し
い
の
か
。
公

立
か
民
間
、
今
の
段
階
で
も
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
か
。公
立
と
民
間
と
２

園
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。③
10

名
の
待
機
児
童
が
出
て
い
る
。

経
緯
と
対
策
は
。
④
保
育
士
や

看
護
師
の
処
遇
が
全
国
的
な
問

題
。少
し
で
も
処
遇
改
善
を
。⑤

女
性
の
社
会
参
画
と
子
ど
も
の

育
ち
を
考
え
、
男
性
の
育
休
取

産
で
あ
り
管
理
責
任
が
あ
る
。

今
年
か
ら
、
道
路
以
外
の
危
険

木
の
除
去
対
策
と
し
て
業
者
で

な
い
と
伐
採
で
き
な
い
、大
径
化

し
た
広
葉
樹
で
家
屋
に
危
険
が

及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
伐

採
支
援
の
補
助
金
を
出
し
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
、
墓
地
や
倉

庫
へ
も
対
象
を
拡
大
し
た
い
。

　

②
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す

る
法
律
の
第
34
条
に
、
間
伐
や

人
材
育
成
、担
い
手
の
確
保
、木

材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓
発
等

の
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に

関
す
る
施
策
に
充
て
る
と
さ
れ
、

こ
の
範
囲
で
真
庭
市
も
や
っ
て

い
る
。

　

食
品
衛
生
法
の
改
正
で
漬

物
製
造
業
は
営
業
許
可
業
種
に

加
え
ら
れ
、
製
造
施
設
は
家
庭

の
台
所
と
は
別

の
営
業
専
用
の

施
設
が
必
要
と

な
る
。
道
の
駅

等
に
漬
物
等
を

卸
す
小
規
模
農

家
が
対
応
で
き

ず
、
こ
れ
を
機

に
や
め
る
人
が

出
て
く
る
こ
と
が
想
像
で
き

る
。
法
改
正
に
伴
う
影
響
の
実

態
調
査
を
行
い
必
要
で
あ
る

な
ら
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ

ら
れ
な
い
か
。

　

市
内
の
販
売
所
の
聞
き
取

り
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
漬
物
の

製
造
販
売
者
が
約
100
人
お
り
、

こ
の
法
改
正
を
受
け
て
営
業
を

し
て
い
き
た
い
方
は
今
２
名
で

あ
る
。
営
業
許
可
の
権
限
は
岡

山
県
。
事
業
継
続
の
観
点
か
ら

も
、様
々
な
対
策
を
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
も
申
し
入
れ
て

い
く
。

　
①
市
民
に
必
要
な
道
路
へ
の

被
害
が
予
想
さ
れ
自
治
会
で
こ

の
辺
り
の
立
木
を
切
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
所
が
あ
れ
ば
、
専
門

家
で
調
査
し
、
危
険
と
判
断
し

た
場
合
は
立
木
を
伐
採
す
る
、

と
い
っ
た
安
全
安
心
を
確
保
す

る
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

　
②
あ
わ
せ
て
、
森
林
環
境
譲

与
税
は
災
害
防
止
、
国
土
保
全

の
観
点
か
ら
森
林
整
備
を
促
進

す
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
の
一

つ
で
あ
る
。
危
険
箇
所
の
立
木

伐
採
の
取
り
組
み
が
こ
の
税
で

で
き
な
い
か
。

　

①
立
木
は
土
地
所
有
者
の
財

一 般 質 問

答
太
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を
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伐
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で
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が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

　

報
道
に
あ
る
よ
う
な
事
案
は

社
会
的
に
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
の
安
全・安
心
を
前

提
に
成
り
立
つ
学
校
で
起
き
た

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
非
常
に

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　

学
校
で
の
体
制
構
築
に
つ
い

て
、こ
れ
は
特
別
支
援
学
級
に
限

ら
な
い
が
、
大
き
な
柱
と
し
て
教

職
員
の
服
務
の
研
修
を
充
実
す

る
こ
と
、
人
権
教
育
を
推
進
す

る
こ
と
、
風
通
し
の
良
い
職
場
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
い
う
こ
と
、

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
ず
、
服
務
研
修
に
つ
い

て
、
全
て
の
学
校
で
年
間
の

計
画
を
立
て
る
。
そ
の
中

に
、
必
ず
暴
言
や
体
罰
の
防

止
と
い
う
も
の
を
位
置
づ
け

て
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
今
年
９
月
に
は
、
教
員
の

言
動
や
暴
言
が
体
罰
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
よ
う
な
研
修
資
料

を
各
学
校
に
送
付
し
て
、
全

て
の
学
校
で
そ
の
研
修
を
終

え
た
と
確
認
し
て
い
る
。

　
ま
た
、特
別
支
援
学
校
あ

る
い
は
高
齢
者
施
設
等
で

の
虐
待
、
暴
言
、
暴
力
等
の

事
案
が
社
会
問
題
化
す
る
中
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
、
実

践
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
子
供
の
間
で
、
教

職
員
も
そ
う
だ
が
、Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
出

せ
、
そ
れ
が
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
人

間
関
係
づ
く
り
を
大
事
に
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、教
職
員
に
よ
る
不
適

切
な
指
導
の
背
景
に
、
日
常
の

勤
務
の
中
で
不
安
や
ス
ト
レ
ス

が
あ
っ
た
、
と
い
う
報
告
も一
部

で
あ
っ
た
。
教
職
員
が
悩
み
を
語

り
合
え
る
風
通
し
の
良
い
職
場

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

真
庭
観
光
局
も
鳥
取
県
観
光
連

盟
等
に
も
入
っ
て
一
体
的
に
や
っ

て
い
る
。

　

④
米
子
道
を
無
料
化
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
四
車
線
化
で
よ

り
安
全
で
定
時
性
が
確
保
で
き

る
優
位
性
を
出
す
し
か
な
い
。

　

質
問
全
体
に
対
す
る
総
論
を

述
べる
と
、
社
会
情
勢
、
社
会
動

向
が
ど
う
変
わ
る
か
、
10
年
先
、

20
年
先
を
見
据
え
た
行
政
政
策

を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

③
ど
う
い
う
形
で
で
き
る
か
、

既
に
協
議
を
始
め
て
お
り
、
今
後

と
も
検
討
し
、
進
め
て
行
く
。

　
①
真
庭
市
の
観
光
戦
略
に
お

い
て
宿
泊
者
を
増
や
す
た
め
の

施
策
は
。

　
②
近
隣
地
域
及
び
鳥
取
県
と

の
連
携
は
。

　

③
高
梁
～
新
見
～
勝
山
湯

原
、
翌
日
蒜
山
観
光
と
い
う
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
っ
て
は

ど
う
か
。

　

④
鳥
取
西
部
道
路
の
開
通

等
、
鳥
取
県
は
観
光
客
数
が
毎

年
増
え
て
い
る
中
、
真
庭
に
関

し
て
は
コ
ロ
ナ
過
以
前
か
ら
減

り
続
け
て
い
る
。
鳥
取
道
の
無

料
化
、
そ
し
て
今
年
度
は
兵
庫

南
部
か
ら
も
高
速
料
金
無
料
で

鳥
取
ま
で
行
け
る
。
こ
の
よ
う

な
不
利
な
状
況
で
観
光
客
を
呼

ぶ
に
は
、
ど
う
い
う
政
策
が
必

要
か
。

　

①
滞
在
体
験
型
の
観
光
を
推

進
し
、滞
在
時
間
を
延
ば
し
宿
泊

に
繋
げ
て
ゆ
く
。
そ
の
中
心
が
グ

リ
ー
ナ
ブ
ル
ヒ
ル
ゼ
ン
で
あ
り
自

然
と
共
生
と
洗
練
さ
が
重
要
で

あ
る
。蒜
山
に
は
マ
リ
オ
ッ
ト
系
ホ

テ
ル
が
で
き
つ
つ
あ
り
、
自
然
と

共
生
し
な
が
ら
洗
練
さ
れ
た
地

域
に
し
て
い
き
た
い
。

　

②
岡
山
県
が
主
体
と
な
り

ア
ー
ト
を
切
り
口
と
し
た
県
北
の

観
光
振
興
事
業
を
検
討
し
て
い
る

の
で
、
広
域
的
に
観
光
文
化
の
事

業
が一緒
に
展
開
で
き
れ
ば

と
思
って
い
る
。

　

高
梁
新
見
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
対
策
も
含
め
踏
み
込

め
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
真

庭
市
に
お
い
て
は
、
グ
リ
ー

ナ
ブ
ル
ヒ
ル
ゼ
ン
を
中
心

と
し
た
観
光
展
開
で
経
済

効
果
が
約
12
億
円
出
て
い

る
。

　

鳥
取
と
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
倉
吉
市
に
令
和
７
年
、

県
立
美
術
館
が
で
き
る
。

真
庭
観
光
戦
略

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
て

問森
田
敏
久

森
田
敏
久

　

隣
県
の
自
治
体
で
特
別
支

援
学
級
に
お
い
て
元
教
諭
が
体

罰
と
暴
言
を
３
年
間
に
わ
た
り

繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
共

生
社
会
の
推
進
に
対
し
、
逆
行

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
事
案
が
発
生
し
な
い
よ
う
な

防
止
、
報
告
の
為
の
構
造
的
な

体
制
の
構
築
が
必
要
と
考
え
る

風
通
し
の
良
い
職
場

づ
く
り
を
推
進
す
る

問加
藤
大
悟

加
藤
大
悟

答
太
田
市
長
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仕
事
の
関
係
の
問
題
が
あ
れ

ば
、
と
か
い
う
こ
と
は
真
剣
に
分

析
し
て
い
る
。
そ
の
時
々
の
現
象

を
で
き
る
限
り
見
な
が
ら
、不
本

意
な
退
職
が
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
る
し
、
今
後
一
層
心
が
け

て
い
く
。

　
真
庭
市
発
足
以
来
、
グ
ル
ー

プ
制
で
業
務
を
執
行
し
て
き
て

い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
発

揮
で
き
て
い
る
の
か
疑
問
に
感

じ
る
。
小
さ
な
課
で
は
、
職
員

が
全
て
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
責

任
の
所
在
が
不
明
確
、
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
職
責

と
階
層
（
参
事
・
主
幹
・

主
査
）
と
の
均
衡
性
が
取

れ
て
い
な
い
、
な
ど
本
来

あ
る
べ
き
グ
ル
ー
プ
体
制

が
構
築
で
き
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
現
状
の
ま

ま
で
問
題
な
い
と
考
え
て

い
る
の
か
。

　

十
分
機
能
し
て
い
る
か

と
い
う
と
、
不
十
分
な
点

が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
を

今
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

指
摘
の
と
お
り
、
グ
ル
ー
プ

制
に
変
え
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

制
を
運
用
す
る
だ
け
の
力
量
が

な
か
っ
た
と
い
う
の
も
あ
る
。
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
選
任
を
任

せ
る
、私
も
チ
ェッ
ク
し
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
グ
ル
ー

プ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
育
成

を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
、
非
常

に
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

準
管
理
職
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
を
つ
け
て
課
長
に
な

る
と
い
う
よ
り
は
、
鍛
え
ら
れ
な

い
ま
ま
課
長
に
な
っ
て
苦
労
す
る

現
象
も
出
て
き
て
い
る
。

　

組
織
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

力
が
向
上
す
る
た
め
に
運
用
指

針
を
見
直
す
。

　
近
年
、
定
年
退
職
者
だ
け
で

な
く
、
中
途
退
職
者
が
多
く
出

て
い
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。

職
場
に
何
か
問
題
が
あ
り
は
し

な
い
の
か
。
職
員
は
真
庭
市
の

財
産
、
市
民
の
財
産
で
も
あ
る
。

　
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
職
員
が

い
な
く
な
る
こ
と
は
、
真
庭
市
、

市
民
に
と
っ
て
大
き
な
損
失
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
我
が
真
庭
市
は
、
中
国
山
地

を
源
流
と
す
る
旭
川
水
系
の
上

流
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で

あ
る
。
そ
し
て
古
来
人
々
は
山

や
川
の
恩
恵
に
浴
し
、
そ
れ
ら

を
上
手
に
活
か
し
て
生
活
を
営

ん
で
き
た
。
し
か
る
に
現
在
は
、

生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
山
は

荒
れ
放
題
、
川
は
汚
れ
放
題
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
自
然
界
に
も
異
変
が
見

受
け
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
昨
年
度
、
産
業
建
設

委
員
会
が
提
案
し
た
「
山
紫
水

明
真
庭
の
森
づ
く
り
」
が
ど
の

よ
う
に
施
策
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
か
。　
　
　
　
　

　
質
問
の
趣
旨
は
森
づ
く
り
治

山
治
水
、
そ
し
て
自
然
環
境
を

含
め
た
大
き
な
話
だ
と
思
う
。

大
き
く
い
え
ば
地
球
環
境
そ
の

も
の
が
非
常
に
危
惧
す
べ
き
状

態
だ
。

　

具
体
的
に
は
森
林
経
営
管
理

制
度
を
推
進
し
、
広
域
的
な
経

営
を
し
て
い
く
。
針
葉
樹
は
生

産
性
を
上
げ
る
よ
う
な
工
夫
を

し
な
が
ら
、
広
葉
樹
は
用
材
と

し
て
の
活
用
が
難
し
い
か
ら
燃

料
と
し
て
使
う
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
も
含
め
て
ど
う
使
っ
て
い
く

の
か
と
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
水
源

涵
養
に
も
つ
な
が
っ
て
真
庭
の
自

然
災
害
を
防
い
で
い
く
こ
と
に

な
り
、そ
し
て
CO2
を
吸
収
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
球
全
体
の
環
境
に

も
役
立
つ
。

　
さ
ら
に
は
、そ
う
い
う
計
画
的

に
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
森
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
庭
全
体

の
景
観
に
も
貢
献
で
き
る
。誰
し

も
こ
の
問
題
の
正
解
を
持
っ
て
い

な
い
。
真
庭
全
体
で
知
恵
を
出

し
合
っ
て
本
質
的
な
と
こ
ろ
も

勉
強
し
な
が
ら
、こ
の
問
題
を
進

め
て
行
く
。

　
合
併
前
の
９
カ
町
村
に
点
在

す
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
教

育
関
連
施
設
に
は
、
既
に
利
用

さ
れ
て
い
な
い
施
設
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
後
始
末
は
ど
う
す
る

の
か
。
早
急
に
計
画
を
立
て
る

べ
き
で
あ
る
。

　

指
摘
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
教
育
施
設
等
の
公
共
施
設
で

も
、今
後
不
要
と
見
込
ま
れ
る
も

の
は
、
財
産
活
用
調
整
会
議
に

諮
っ
て
計
画
的
に
進
め
て
い
る
。

治
山・治
水
対
策

問河
部
辰
夫

河
部
辰
夫

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問

問

旭川の源泉のひとつ　唐戸の名水

市役所の執務風景

中
途
退
職
者
が
多
い
が
、

認
識
は
ど
う
か

公
共
施
設
の
廃
止
、

利
活
用

グ
ル
ー
プ
制
は
現
状

で
問
題
な
い
の
か

問庄
司
史
郎

庄
司
史
郎
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一 般 質 問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長
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一 般 質 問
　
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
は
、
弱
視
や

読
み
書
き
障
が
い
が
あ
る
人
な

ど
に
と
っ
て
も
読
み
や
す
く
な

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
字
体
で

あ
る
。
明
朝
体
や
ゴ
シ
ッ
ク
体

と
は
違
い
、
手
書
き
の
文
字
の

形
に
よ
り
近
い
教
科
書
体
で
す

が
、
濁
点
を
大
き
く
し
た
り
、

線
に
強
弱
を
つ
け
な
い
、
漢
字

と
仮
名
の
大
き
さ
に
違
い
を
持

た
せ
る
な
ど
、
手
書
き
文
字

に
近
く
す
る
こ
と
で
読
み
や
す

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
読
み
や

す
い
フ
ォ
ン
ト
は
読
解
速
度
の

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
学
力
の
向
上
が
期
待
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
児
童
・
生
徒
に
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
た

学
習
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ

の
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。
全
て
に
導
入
す

る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
で
あ
れ

ば
、
弱
視
や
読
み
書
き
の
障
が

い
が
あ
る
児
童
・
生
徒
の
端
末

だ
け
で
も
導
入
を
し
て
は
ど
う

か
。
学
校
か
ら
発
出
す
る
文

書
に
つ
い
て
も
Ｕ
Ｄ

フ
ォ
ン
ト
を
使
用
す

る
よ
う
統
一
し
て
は

と
思
う
が
、
教
育
長

の
所
見
を
伺
う
。

　

真
庭
市
が
今
採
用

し
て
い
る
教
科
書
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
配
慮
し
た
フ
ォ
ン

ト
で
表
記
も
さ
れ
て

お
り
、
児
童
・
生
徒

が
読
み
や
す
い
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

１
人
１
台
端
末
と

し
て
真
庭
市
が
導
入

学
校
教
育
で
の
Ｕ
Ｄ

フ
ォ
ン
ト
の
活
用
を

問妹
尾
智
之

妹
尾
智
之

　

年
度
末
に
調
整
を
行
っ
て
、で

き
る
範
囲
内
で
要
望
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
対
応
す
る
。
令
和
４

年
度
か
ら
、
本
庁
所
管
課
に
調

整
分
と
し
て
の一定
の
予
算
を
確

保
す
る
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
が
叫

ば
れ
て
久
し
い
。
来
年
度
35
人

学
級
に
つ
い
て
、
小
学
校
で
は

継
続
さ
れ
る
の
か
。
中
学
校
も

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　
学
校
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
多

忙
化
し
て
い
る
中
、
業
者
委
託

す
べ
き
。
行
き
届
い
た
教
育
は

子
ど
も
達
の
問
題
で
も
あ
る
。

　

35
人
学
級
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
中
学
校
に
お
い
て
学
級
編
成

の
弾
力
化
を
実
施
し
て
お
り
、

次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
蔵
書
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
は
、
市
立
図

書
館
の
全
面
支
援
の
下
、
地
域

参
画
に
よ
り
進
め
て
い
る
。
来
年

度
も
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

　
原
材
料
等
支
援
事
業
は
、
今

年
度
、
落
合
振
興
局
で
は
４
月

１
日
で
予
算
額
全
て
が
終
了
し

た
。
予
算
額
を
要
望
に
見
合
っ

た
額
に
増
や
す
こ
と
、
全
体
と

し
て
の
プ
ー
ル
分
を
確
保
し

て
、
予
定
よ
り
申
請
が
多
い
場

合
そ
の
振
興
局
に
回
す
な
ど
運

用
の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

作
業
を
お
願
い
し
た
い
。

　
経
営
の
安
定
性
、
福
祉
と
つ

な
が
り
や
す
い
、
教
育
改
革
の

基
礎
に
幼
児
教
育
を
位
置
付
け

る
。
そ
の
た
め
市
が
最
も
支
援

が
し
や
す
い
公
立
で
維
持
す
る

方
が
い
い
。現
在
あ
る
公
立
園
は

公
立
で
維
持
し
て
い
く
べ
き
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
答

申
を
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を

尊
重
し
て
具
体
化
し
て
い
き
た

い
。
多
様
性
な
り
選
択
制
な
り
、

そ
う
い
う
こ
と
を
重
視
す
べ
き
。

教
育
と
、
公
立
か
私
立
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
必
然
性
、
論
理

的
な
つ
な
が
り
は
な
い
。

原
材
料
等
支
援
事
業

も
っ
と
使
い
や
す
く

35
人
学
級
は
、来
年
度

小
中
全
学
年
で

現
在
あ
る
公
立
保
育
園

は
、公
立
維
持
で

問伊
賀
基
之

伊
賀
基
之

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問

問

整備が待たれる久世保育園

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

も
、
現
在
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
配
慮
し
た
フ
ォ
ン
ト
を
標

準
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
今

後
も
個
々
の
状
況
に
応
じ
て
１

人
１
台
端
末
の
活
用
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
う
。
誰
も
が
公

平
に
参
加
で
き
る
共
生
社
会
の

実
現
の
た
め
に
は
、
見
や
す
い
、

読
み
や
す
い
、
誤
り
に
く
い
、
こ

う
い
っ
た
情
報
の
伝
達
が
非
常

に
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
こ
と

の
意
義
の
周
知
と
、
併
せ
て
用

途
に
応
じ
た
積
極
的
な
利
用
に

つ
い
て
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と

思
う
。

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

真庭市立小中学校の１人１台端末



　12月5日、真庭人権・教育講演会「アフリカ少年と
考える共生社会」が勝山文化センターで開催されま
した。講師はタレントで漫画家の星野ルネ氏。笑顔で
挨拶する大切さや、環境による価値観や受け止めの
違いなど、漫画を使った分かりやすい内容で、質疑応
答も活発に行われました。

　12月5日に久世エスパスセンターにおいて、大阪大
学大学院の橘雅弥先生をお招きして、「発達障がいって
何だろう？」と題した講演会が開催されました。発達障が
いがある子どもた
ちが社会でその人
らしく生活をする
ためには、その特
性や困難さを理解
し、適切な支援に
つなげることが大
切です。

政策提言書を提出　本庁舎市長室

発達障がいって何だろう　久世エスパスセンター

真庭人権・教育講演会　勝山文化センター

意見交換会　市役所本庁舎
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加藤大悟議員が、11月1日付けで
所属の会派を「クリスタルの会」に
変更しました。

　１１月８日、介護支援専門員協会真庭支部や施設代
表者の方と意見交換を行い、始めに、県介護支援専
門員協会の堀部徹会長より問題提起がありました。ケ
アマネジャーは慢性的に不足の状態であり、ケアプラ
ンの作成、実施の監視など重要な仕事でありながら、
看護、介護との兼務が多く業務が多岐にわたり、また
処遇も十分でないというものでした。参
加者からは、コロナ対策も含め改善すべ
き点の指摘もあり、今後の施策について
大変参考になりました。

　11 月２日、小田議長と岩本副議長が、市長室で太
田市長に提言書を手交しました。政策提言は、総務
常任委員会『空き家を有効活用した地域振興のひと
つ「移住」の推進にむけて』、文教厚生常任委員会

『夢ある子育てを真庭で』、産業建設常任委員会『真
庭のＧＡＴＥＷＡＹ（玄関口）整備』をテーマとして、
10 月 6日、10 月 21日に政策討論会
を行い、議員全員の総意で形成された
ものです。今後、これらの案については、
執行部が研究していきます。

GIKAI  NO  UGOKI

き
の

動
11月 12月編

議 会

多文化共生社会に向けて

文教厚生常任委員会意見交換会

発達障がいの講演会開催

市長へ政策提言を行う

議会の動き

会 派 の 変 更



　真庭市議会では、議会の情
報発信を強化し、より多くの方に
議会への関心を持っていただく
ために、Facebookをはじめま
した。様 な々情報を発信していき
ますので、ぜひご覧ください。
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文
教
厚
生

産
業
建
設

議
会
運
営

総

務

議会運営委員会　委員長　緒形尚

　市民の代弁者として8人の委員により議案審
査・調査研究と活発な質疑が行われています。
委員ひとりひとりが今以上に見識を高め、より良
い真庭市となるための歯車となれるように、総務
委員会としても努力精進をしていくとともに元気
で輝く存在になりたいと思っています。

Facebookはじめました

　11月4日、表記概要で研修会を実施しました。
　前半は、
〇自治体は「市民が必要不可欠とする〈政策・制
度〉を整備するための機構」であり、議会はそのた
めにどのような権限を預かっているのか。
〇一般質問は議会と議員にとってどんな機能を持
つ仕組みなのか。
〇議員が、わがまちの課題・争点提起し、まちをよく
するための監査、政策提案をできる場である一般
質問を十分に機能させるためにはどうすればいい
のか。
　といった内容の講演で、新人議員にとっては基
礎からのスキル習得となり、またベテラン議員にとっ
ても再確認できるいい機会になったのではないか
と思います。
　後半は少人数のグループに分かれて前半の講
演内容を踏まえ、付箋紙を使用した一問一答の質
疑を行いました。自分たちの疑問や質問要点を簡
潔にまとめるための練習にもなったと思います。
　議員全員の資質向上に向け、今後も研鑽を続け
てまいります。

開 催 日  令和3年11月4日（木）

テ ー マ  いまあらためて「質問力を高める、　
　　　　    議会力にいかす」
講　　師  法政大学法学部教授　土山希実枝 氏

議 員 研 修 会

議員研修会　市役所本庁舎

元気で輝く存在に

年頭あいさつ　各委員長より

　所管課の事業では、久世園整備計画や生ご
み資源化事業などの大きな課題に直面していま
す。市民の皆様にとってより良い事業となるよう
に、委員がチームとなって課題の解決に取り組み
ます。

チームで課題に取り組む

産業建設常任委員会　委員長　庄司史郎

　市民の皆様におかれましては、輝かしい新年を
お迎えのこととお慶び申し上げます。
　本年も産業建設常任委員会として、魅力ある
真庭市の創造に向け、地場産業の振興、市民福
祉の向上に全力で取り組んでまいります。

魅力ある真庭市の創造

　二元代表制の一翼を担う議会としての役割を
十分に果たし、真庭市のさらなる飛躍のために熱
意と誠意を尽くし、邁進する所存でございます。
　安定した議会運営に徹しながら、期待に応える
べく議会のさらなる活性化に努めてまいります。

市民が輝き 誰もが活躍

文教厚生常任委員会　委員長　大月説子

総務常任委員会　委員長　柴田正志
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ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民市民
の

▶
初
め
て
の
柚
子
狩
り　
Ｏ
Ｋ

七福神　つちえ 1 0 0 歳

広場広場

湯船のカシワ　探検隊

日野上の雲海　ナオ

木山寺　NY

BO
集

　絵画、イラスト、書、写真などを募集しています。住所、
氏名、電話番号を書いてください。ペンネームを希望され
る場合も連絡先と氏名が書いてあることが必要です。
　「投稿！言いたい」は200字以内にまとめ、ご応募くださ
い。文責として氏名を掲載します。誹謗中傷等の内容や
紙面の都合上、掲載できない場合があります。
応募先  真庭市議会
宛先:20ページの帯欄に記載しています
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放課後児童クラブきやまっこ作品　KI

議
報
会

広



正
解
者
の
中
か
ら
15
人
に
長
期

保
存
が
で
き
て
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
、

災
害
備
蓄
が
で
き
る
「
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
が
当
た
り
ま
す
。
は
が
き

に
答
え
と
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
を
本

ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載
し
て
い
る
真
庭
市
議

会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
当
選
者
の

発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
って
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
締
切
り
は
２
月
28
日

（
月
）
で
す
。

　
前
号
の
応
募
総

数
は
41
通
で
、
正

解
者
40
人
で
し

た
。
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

５５
月月
3131
日日
㈫
ま
で
㈫
ま
で

　
９
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
８
月
31
日

（
水
）ま
で
で
す
。

　
12
月
定
例
会
の
締
切
り
は
11
月
30
日（
水
）、来
年
３

月
定
例
会
の
締
切
は
１
月
31
日（
火
）、様
式
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。た
だ

し
、土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

　

市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
る
と
き

は
、
誰
で
も
請
願
や
陳
情
を
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
請
願
は
、
議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に
対
し
、

陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

６
月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は

真庭市議会がはじめた
SNSは

本
会
議（
開
会・議
案
上
程・提
案
説
明
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問・議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 
常
任
委
員
会

　
　
　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

15
日（
火
）

18
日（
金
） 16
日（
水
）

22
日

９
日

10
日

11
日

14
日

17
日

24
日

２
月

３
月

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
木
）

（
木
）

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

■
正
式
に
は
２
月
14
日（
月
）の
議
会
運
営
委
員
会
で

　
決
定
し
ま
す
。
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務
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会
広
報
編
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特
別
委
員
会

𠮷
原　
啓
介

黒
川　
　
愛

伊
賀　
基
之

大
月　
説
子

緒
形　
　
尚

森
脇　
正
和

池
田　
政
師

真
庭
市
議
会
定
例
会
は
、
真
庭
い
き

い
き
テ
レ
ビ「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」の
サ
ブ
チ
ャ

ン
ネ
ル（
１
２
２
）
で
生
中
継
し
て

い
ま
す
。一般
質
問
や
各
常
任
委
員

会
付
託
案
件
審
査
は
録
画
し
後
日

放
送
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
視
聴
く

だ
さ
い
。

Ｍ
Ｉ
Ｔ
を

ご
視
聴
く
だ
さ
い

QUIZ
GIKAI

２２
月月
2222
日
㈫
か
ら

日
㈫
か
ら
３３
月月
2424
日
㈭
日
㈭

月
定
例
会

月
定
例
会
はは

３

20

　

新
年
を
迎
え
て
は
や
１
カ
月
（
と
い
っ
て
も
、

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
12
月
で
す
。）、す

っ
か
り
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
あ
わ
せ
て
、み
な
さ
ん
の

ま
す
ま
す
の
ご
清
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
号
が
出
る
頃
に
は
ど
う
な
って
い
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、昨
年
後
半
く
ら
い
か
ら
は
い
ろ

い
ろ
な
運
動
競
技
の
試
合
が
段
階
的
に
観
客

を
入
れ
て
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
あ
ら
た
め
て
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
と
っ
て
観
客
の
声
援
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

　

市
政
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、市
政
の
中
心
に
あ
る
の
は
市
民
全
員
で

あ
り
、
市
の
活
性
化
に
お
け
る
実
際
の
活
動
の
主
体
、
プ
レ

ー
ヤ
ー
は
市
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。我
々
議
員
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
代
表
者
・
選
手
と
し
て
議
場
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に

送
り
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。み
ん
な
が
住
み
や
す
い
、

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
っ

て
、声
援
・
応
援
で
は
な
く
、み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
ど
ん
ど

ん
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
広
報
も
、
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
情
報
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
改
善
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
う
い
う
こ
と
が
知
り
た
い
、
こ
う
い
う
こ
と
を
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

F    cebook

北房イルミネーション

ふるさと
１ 枚

真庭市議会HP 
請願・陳情

（
文
責・𠮷
原
）

年頭にあたり


